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　はじめに

アジ科ギンガメアジ属 Caranxは側線直走部に

稜鱗を有すること，第 1鰓弓上の鰓耙数が 20–31

であること，背鰭および臀鰭が糸状に伸長しない

こと，背鰭および臀鰭に付随した小離鰭がないこ

と，脂瞼の前半部は薄く，半月形に開口すること，

肩帯下部に突起がなく，滑らかであること，上顎

の外側に牙状の円錐歯が 1列に並び，内側に小円

錐歯が帯状に密生すること，下顎に牙状の円錐歯

が 1列に並ぶこと，鋤骨および口蓋骨に歯を有す

るなどの特徴をもち（Gushiken, 1983; Smith-Vaniz, 

1999; Lin and Shao, 1999），日本からはイトウオニ

ヒラアジC. heberi (Bennett, 1830)，ロウニンアジC. 

ignobilis (Forsskål, 1775)， カ ッ ポ レ C. lugubris 

Poey, 1860， カ ス ミ ア ジ C. melampygus Cuvier, 

1833， オ ニ ヒ ラ ア ジ C. papuensis Alleyne and 

Macleay, 1877，ギンガメアジ C. sexfasciatus Quoy 

and Gaimard, 1825，およびミナミギンガメアジ C. 

tille Cuvier, 1833の 7種が知られている（瀬能，

2013）．

カッポレはこれまで国内において，小笠原諸

島，駿河湾，三重県，宮崎県および沖縄県から記

録されていた（瀬能，2013）．2015年 2月 24日

にトカラ列島北方沖で 1個体のカッポレが採集さ

れた．本標本は鹿児島県ならびに薩南諸島におけ

る本種の標本に基づく初めての記録となるため，

ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Smith-Vaniz and Carpenter 

(2007)にしたがった．標準体長は体長と表記し，

デジタルノギスを用いて 0.1 mmまで行った．カッ

ポレの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影され

た鹿児島県産の 1標本（KAUM–I. 69396）のカラー

写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，固定方

法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されてお

り，上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに

登録されている．本報告で使用した研究機関略号

は KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）と

MUFS（宮崎大学農学部海洋生物環境学科）．

　結果と考察

Caranx lugubris Poey, 1860

カッポレ　（Fig. 1; Table 1）

標本　1個体：KAUM–I. 69396, 体長 440.0 mm，

尾叉長 468.0 mm，鹿児島県トカラ列島北方沖

（30°01′N, 130°11′E；鹿児島市中央卸売市場魚類市

場にて購入），2015年 2月 24日，釣り，畑　晴陵．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は卵型で強く側扁し，体

高は第 2背鰭起部で最大．吻の背縁は凹む．胸鰭

起部は鰓蓋後縁よりも後方に位置する．胸鰭起部

下端は第 1背鰭起部よりも前方，腹鰭第 4軟条起
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部直上に位置し，胸鰭後端は第 2背鰭第 10軟条

起部直下，臀鰭第 8軟条起部直上に達する．腹鰭

起部は胸鰭第 2軟条起部直下に位置し，たたんだ

腹鰭の後端は総排出孔を越えるが，臀鰭起部には

達せず，第 1背鰭第 7棘条起部直下に達する．第

1背鰭起部は腹鰭基底後端よりも後方に位置す

る．第 1背鰭基底後端は臀鰭第 2遊離棘条起部直

上と臀鰭起部直上の間に位置する．背鰭棘条は第

3棘条が最長で，第 3棘条長は第 4棘条長の

107.6%．第 2背鰭起部は臀鰭起部よりもわずか

に前方に位置する．第 2背鰭基底後端は臀鰭基底

後端直上に位置する．臀鰭起部は第 2背鰭第 4軟

条起部直下に位置する，第 2背鰭および臀鰭は鎌

状．第 2背鰭前部は著しく伸長し，第 2背鰭第 1

軟条長は体高の 116.8%，第 1背鰭第 3棘条長の

550.8%．臀鰭前部は伸長し，臀鰭第 1軟条長は

体高の 60.0%．背鰭および臀鰭の後方に小離鰭を

持たない．尾鰭は二叉型で湾入する．総排泄孔は

正円形で，臀鰭遊離棘の前方，たたんだ腹鰭の間

に位置する．鰓蓋および前鰓蓋骨の後縁は円滑．

口裂は大きく，上顎後端は瞳孔前縁よりも後方に

達する．体は細かい円鱗に被われるが，吻部，下

顎，主上顎骨，峡部および胸鰭基底部の内側は被

鱗しない．胸部は完全に被鱗する．背鰭前方鱗被

鱗域の前縁は瞳孔の後縁をわずかに越え，前縁は

平坦．眼および瞳孔はともに円形．眼は厚い脂瞼

に被われ，脂瞼の開口部は半月形．鼻孔は 2対で

前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に

位置する．前鼻孔および後鼻孔はともに前後方向

に細長く，スリット状．前鼻孔の後縁に皮弁を有

する．鰓耙は細長く棒状で，先端は丸い．第 1鰓

弓上枝鰓耙の前方 3本と下枝鰓耙の前方 2本は痕

Fig. 1. Fresh specimen of Caranx lugubris. KAUM–I. 69396, 440.0 mm standard length, north of the Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, 
Japan.
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跡的．擬鰓を有する．上顎骨の外側には鋭い円錐

歯が 1列に等間隔に並び，その内側には小円錐歯

が密生する．下顎には鋭い円錐歯が 1列に並ぶ．

鋤骨および口蓋骨には細かい粒子状歯が密生す

る．舌の前部に歯帯がある．鰓条骨は 5本．側線

は完全で，鰓蓋上方から始まり，第 2背鰭起部直

下で急に下降し，その後尾柄にかけて直走する．

側線の直走部には固く鋭い稜鱗が発達し，尾柄部

では隆起する．尾柄部に小さい 2本の隆起線があ

る．

色彩　生鮮時の色彩―体側上部は一様に暗い

鶯色．体側下部は緑がかった暗灰色．鰓蓋上縁に

黒色斑がある．第 1背鰭棘条，第 2背鰭軟条，臀

鰭軟条は黒色．第 1背鰭の鰭膜はこげ茶色．第 2

背鰭前部の鰭膜は暗緑色で，後部の鰭膜は明るい

オリーブ色．第 2背鰭の伸長部は白色に縁どられ

る．臀鰭前部の鰭膜は黒色で，後部の鰭膜は黒み

がかった緑褐色．臀鰭の縁辺は白色．尾鰭前部は

白色で，後縁は黒色．腹鰭は緑がかった茶褐色で，

白色に縁どられる．胸鰭上部は明るい抹茶色で，

下部は暗い灰色．側線直走部の稜鱗は黒色で，中

央部は灰色．光彩は真鍮色で，瞳孔は青みがかっ

た黒色．両唇は黒みがかったオリーブ色．

分布　全世界の熱帯海域に広く分布する（久

新 ほ か，1977, 1982；Smith-Vaniz, 1999; Lin and 

Shao, 1999; Randall, 2005；瀬能，2013）．日本国

内では小笠原諸島，駿河湾，三重県尾鷲市，宮崎

県，沖縄県（Randall et al., 1997；瀬能，2013）お

よび鹿児島県トカラ列島（本研究）から報告があ

る．

備考　トカラ列島産の標本は，背鰭および臀

鰭の後方に小離鰭をもたないこと，側線の曲走部

に稜鱗が発達すること，第 1背鰭は第 2背鰭より

も低いこと，上顎骨の外側には鋭い円錐歯が 1列

に等間隔に並び，その内側には小円錐歯が密生す

ること，下顎には鋭い円錐歯が 1列に並ぶことな

ど が Gushiken (1983) や Smith-Vaniz (1999)，Lin 

and Shao (1999)によって定義された Caranx属の

標徴と一致した．また胸部は完全に被鱗すること，

稜鱗が黒色であること，吻部背縁が凹むことなど

が Smith-Vaniz (1999)や瀬能（2013）の報告した

Caranx lugubrisの標徴とよく一致したため，本種

と同定された．

Caranx lugubrisを日本から初めて報告したのは

Wakiya (1924)である．彼は小笠原諸島から得ら

れた 1個体に基づき，新種 C. ishikawaiとして本

種を記載した（Ibarra and Stewart, 1987）．その後，

Suzuki (1962)は C. ishikawaiを 1958年 3月に得ら

れた 1個体（全長 377.0 mm）に基づき，三重県

尾鷲市九鬼浦から報告した．現在，C. ishikawai

は C. lugubrisの新参異名とされている（Smith-

Vaniz 1999）．

その後，Gushiken (1983)は本種 4個体（体長

223–317 mm）を沖縄県から報告し，Iwatsuki et al. 

(1992)は宮崎県日向灘から 1972年に漁獲された

本種 1個体（MUFS 2085，体長 225.0 mm）を報

告した．木村（2002）は小笠原諸島と西表島から

水中写真に基づき本種を報告し，瀬能（2013）は

本種を駿河湾から報告した．

したがって，カッポレは国内では小笠原諸島，

　
KAUM–I. 

69396
Standard length (SL；mm) 440.0
Counts
  Dorsal fin VIII-I, 21
  Anal fin II-I, 18
  Pectoral fin 20
  Pelvic fin I, 5
  Gill rakers 6 + 21
  Scutes on the straight part 27
Measurement (% SL)
  Pre-dorsal-fin length 42.9
  First dorsal-fin base length 17.3
  Second dorsal-fin base length 39.3
  Anal-fin base length 34.3
  Snout to pectoral-fin insertion 30.8
  Snout to pelvic-fin insertion 33.1
  Snout to anal-fin origin 58.0
  Pelvic-fin insertion to anal-fin origin 26.1
  Snout to anus 43.7
  Caudal peduncle length 13.2
  Body depth 39.7
  Pectoral-fin length 37.1
  Pelvic-fin length 14.1
  Length of second spine of first dorsal fin 5.7
  First anal-fin spine length 4.6
  Snout length 10.7
  Upper jaw length 12.8
  Postorbital head length 14.8
  Interorbital width 8.0

Table 1．Counts and measurements, expressed as percentages of 
standard length, of Caranx lugubris．



72

Nature of Kagoshima Vol. 41, Mar. 2015 RESEARCH ARTICLES

駿河湾，三重県尾鷲市九鬼浦，宮崎県，および沖

縄県からのみ記録されていた（瀬能，2013）．ト

カラ列島沖から採集されたカッポレは，鹿児島県

ならびに薩南諸島からの本種の標本に基づく初め

ての記録となる．
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